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田
原
市
が
募
集
し
た
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
に
、
私
た
ち
５
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
広
報
紙
作
成
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組
、
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
に
か
か

わ
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
身
近
な
話
題
や
、
た
め
に
な
る
情

報
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
に
も
取
材
に
伺
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❖田原市広報サポーターの部屋
◦田原市ホームページ
 http://www.city.tahara.aichi.jp/

◦ブログアドレス
 http://kohotahara.dosugoi.net/

◦ツイッターアドレス
 http://twitter.com/#!/kohoTahara

◉広報秘書課☎22局0138

　
　は
じ
め
ま
し
て
！

　
平
成
２6
年
度
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

　ケーブルテレビ市政番組「街角ネッ
トたはら」のナビゲーターとして、皆
さんへ田原市の情報をお伝えしま
す。今年度は、いろいろなイベントへ
取材に出かけたいと思っています。

　広報サポーターとし
て3年目になります。田
原市のイベントや身近
な話題など、ブログとツ
イッターを中心に幅広く
活動していきます。
　この活動が好きなの
で、楽しんでやっていき
たいです。

太田俊
しゅんいち

一
（田原童浦校区）

大久保ゆり
（田原中部校区）

近藤洋
よう すけ

介
（田原東部校区）

浪崎季
き

代
よ

美
み

（高松校区）

片桐純
じゅん

子
こ

（田原中部校区）

　市民記者、ナビゲーター
として、皆さんに田原市の魅
力をお届けします。大好きな
サーフィンを通じて、田原市
の自然のすばらしさをお伝
えできればと思います。

　2年目も、市民記者とし
て、田原駅前周辺の様子や
普段あまり知られていない
隠れた情報を発掘して、皆さ
んにお届けします。取材など
で見かけたら気軽に声をか
けてくださいね。

　農業の合間に、農業・観光・
工業などいろいろな面を取
材し、田原市の魅力を市民記
者として発信していきます。
老人パワーでがんばります。
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手
筒
で
つ
な
が
る
復
興
支
援
！

手
筒
花
火
で
復
興
支
援
募
金

田
原
の
手
筒
を
被
災
地
へ

震
源
地
に
一
番
近
く
、
津
波
が
一
番
早
く

来
た
と
い
わ
れ
る
宮
城
県
石
巻
市
牡

鹿
半
島
。
破
滅
的
被
害
を
受
け
、
都
市
部
か

ら
離
れ
て
い
る
た
め
復
興
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
今
で
も
素
晴
ら
し

い
景
色
が
あ
り
、
す
べ
て
を
失
っ
て
も
強
く

生
き
る
人
々
が
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
牡
鹿

半
島
と
渥
美
半
島
は
、
同
じ
半
島
と
し
て
ひ
と

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
復
興
支
援
は
で

き
な
い
か
、
被
災
者
の
人
々
の
経
験
を
田
原

市
の
防
災
・
減
災
に
役
立
て
な
い
か
と
考
え
、

思
い
つ
い
た
の
が
、
震
災
か
ら
３
年
、
や
ぐ

ら
や
提
灯
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
盆
踊
り
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
盆
踊
り
で
全
国
的
に
も
と

て
も
め
ず
ら
し
い
田
原
の
手
筒
花
火
を
あ
げ
、

元
気
を
出
し
て
も
ら

い
た
い
、
田
原
市
と

の
交
流
の
糸
口
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
、

牡
鹿
さ
、
ご
ざ
ぃ
～

ん
２
０
１
４
盆
踊
り

を
企
画
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
田
原
祭
り
五
町
の
煙
火
の
有

志
が
、
牡
鹿
半
島
で
手
筒
花
火
を
行
い
、

手
筒
花
火
の
勇
壮
さ
と
心
意
気
で
盆
踊
り

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

▪
手
筒
花
火
を
牡
鹿
半
島
へ
持
っ
て
い
く

た
め
の
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
募
金
団
体
＝
手
筒
花
火
で
復
興
支
援
募
金

◉
対
象
＝
こ
の
祭
り
に
賛
同
い
た
だ
け
る

法
人
お
よ
び
個
人
の
方

◉
期
間
＝
８
月
21
日
（
木
）
ま
で

◉
イ
ベ
ン
ト
内
容
＝
や
ぐ
ら
・
提
灯
の
提

供
／
盆
踊
り
／
手
筒
花
火
／
飲
食
出
店

／
子
ど
も
太
鼓
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ラ
イ

ブ
／
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

◉
目
標
金
額
＝
１
０
０
万
円

◉
そ
の
他
＝
募
金
は
振
り
込
み
・
募
金
箱

に
て
／
振
り
込
み
の
場
合
は
、
必
要
書

類
を
送
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
手
筒
花
火
で
復
興
支
援

募
金
（
代
表　

鈴
木
信
二
）

０
８
０
‐
４
６
５
６
‐
３
２
６
０

http://m
attaira.com

/shikabon.htm
l

投
稿

◦現在の牡鹿半島の様子

　渥美半島で生産されているたくさんの種類の花をもっと市民のみなさんに知ってもらう
ため、「今月の渥美半島の花」が今年から「今月の渥美半島の花と鉢花」になり、毎月
２種類ずつ全２４種類としました。
　これからは、三河田原駅や公共施設などで展示を行い、みなさんの目に触れる機会を増やしていきたいと思います。
　また、「平成２６年度 今月の渥美半島の花と鉢花」のポスターを作製し、公共施設などに掲示を行いＰＲを図ります。
　ここで紹介する花は全て渥美半島で生産・出荷されています。こんなにたくさんの種類の花が生産されているなん
てすごいと思いませんか。どんな花を贈ればいいのか、迷ったら「今月の渥美半島の花と鉢花」を参考にしてみて下さい。

アルストロメリア
（花／出荷時期：10月～6月）

県内で生産しているのは田
原市のみで、約70品種ほ
ど生産されています。

◉「今月の渥美半島の花」が「今月の渥美半島の花と鉢花」に

花ことば
エキゾチック・援助・持続

ハイビスカス
（鉢花／出荷時期：4月～6月）

県内1位の生産量で、約
49万鉢出荷されています。

花ことば
常に新しい美

1

6月の

▶農政課 ☎23局3517
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▲西ノ浜クリーンアップ活動の様子 ▲子どもたちに大人気！！うしのけ山の落ち葉スキー

地
域
の
話
題

亀
山
校
区

う
る
お
い
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り

「
心
や
す
ら
ぐ
　
緑
ゆ
た
か
な
　
美
し
い
地
域
　
亀
山
」

地
域
の
自
然
環
境
を
大
事
に
育
て
る
、亀
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら

「
自
然
保
護
活
動
」に
つ
い
て
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

田
原
市
の
西
端
に
位
置
す
る
亀
山
校

区
。
伊
勢
湾
に
面
し
広
大
な
農
地

が
広
が
る
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
地

域
の
自
然
を
守
る
た
め
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
大
事
に
し
な
が
ら
環
境
保
全
に
努
め

て
い
ま
す
。

西
ノ
浜
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
「
西
ノ
浜
海
岸
」。

渥
美
半
島
の
観
光
の
メ
ッ
カ
と
な
る
よ
う
に

「
中
山
校
区
」「
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
亀
の
子
隊
」
と
協
働
し
清
掃
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

西
ノ
浜
に
は
、
伊
勢
湾
・
三
河
湾
の
海

流
に
乗
っ
て
多
く
の
ご
み
が
海
岸
に
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
す
。
ご
み
を
放
置
す
れ
ば
「
海

岸
が
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
危
機
感

を
持
ち
、
以
前
か
ら
清
掃
活
動
を
し
て
い
た

「
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
亀
の
子
隊
」

の
活
動
に
参
加
す
る
形
で
始
め
て
、
は
や
７

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
は
校
区
か
ら

80
名
以
上
が
参
加
し
、
４
４
０
㎏
も
の
ご
み

を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
活
動
を
続
け
、
地
域
に
と
っ

て
大
切
な
海
岸
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

う
し
の
け
山
保
全

　

亀
山
校
区
に
は
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
って
い
る
里
山
「
う

し
の
け
山
」
が
あ
り
ま
す
。
冬
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
「
落
ち
葉

ス
キ
ー
」
が
出
来

る
よ
う
に
、
地
域

の
有
志
で
結
成
さ

れ
た
「
う
し
の
け

山
を
守
る
会
」
が

環
境
保
全
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
に
は
小
学
校
を
卒
業
す
る
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
、
桜
や
栗
の
苗
を
植
樹
し
、

こ
の
山
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
思
い
出
の

山
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
憩
い
の
場
所
だ
け
で
な
く
、
地

域
に
と
っ
て
も
重
要
な
場
所
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
巨
大

地
震
に
よ
る
津
波
か
ら
地
域
住
民
が
身
を

守
る
た
め
の一
時
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
地
域
と
し
て
十
分
な
整
備
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

校
区
の
未
来
に
向
け
て

　

亀
山
校
区
は
約
３
４
０
世
帯
、
人
口
も

約
１
２
０
０
人
と
決
し
て
大
き
な
校
区
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
後
継
者
不
足
や
少
子

化
な
ど
の
多
く
の
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す

が
、
校
区
住
民
の
連
帯
感
は
強
く
、
ま
と

ま
っ
た
地
域
性
も
あ
り
ま
す
。

　

個
性
あ
る
地
域
の
資
源
を
大
事
に
し
な

が
ら
、＂
将
来
像
＂
の
実
現
に
向
け
て
校
区

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 亀山校区

田原市役所

三河田原

神戸

豊島
やぐま台

杉山

老津

259

259

42

42

亀山市民館
亀山小

●山頂に整備された展望台
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市民協働まちづくり事業補助金
公開審査会を開催しました

本年度、市民活動団体を支援する「田原市市民協働まちづくり
事業補助金」に応募のあった提案事業の公開審査会を開催し

ました。各団体からの熱い思いが込もったプレゼンテーションに
対して、「田原市市民協働まちづくり会議」から選出された５名の
審査委員が「公益性」「先駆性」などを基準に審査を行いました。
審査の結果、採択された事業は以下のとおりです。今後、各団体
の事業がスタートします。市民のみなさんが参加できるものもあ
りますので、ぜひ参加してみてください。
◉少額補助は平成 27 年 1 月末まで受付
　事業費が 10 万円未満の事業は、平成 27 年１月末まで随時募集（予算の範囲内）を行っています。手続きは書
類審査とヒアリングのみです。ぜひご利用ください。

▲プレゼンテーションの様子（田原文化会館）

市民活動をサポート

　　　　「市民提案型委託制度」は、行政が実施すべき性質の市民サービスなどに
ついて、効果的な事業内容を提案した団体と市が委託契約を結ぶものです。市民
協働で事業を実施することにより、少ない経費で高い効果を得ることが期待さ
れています。市民活動団体の皆さんの、自由で柔軟な発想での提案をお待ちして
います。今回募集するテーマや応募方法は以下のとおりです。

【募集テーマ】 ❶男女共同参画啓発事業（市民提案型委託事業）
　［提案内容］男女共同参画に関する講演会の企画・開催や啓発パンフレットの企画・作成など
　［事 業 費］上限20万円　［募集期間］7月18日金午後５時まで　※必着

【募集テーマ】 ❷市民活動団体交流会『しみんのひろば』開催事業
　［提案内容］市全域を対象とした市民活動団体のＰＲ、団体間交流の場となるイベントの企画・開催
　　　　　　交流会は複数回実施可。ただし、『田原市民まつり』（10月26日日）においては必須
　［事 業 費］上限30万円　［募集期間］７月１日火～８月８日金午後５時まで ※必着

◉提案内容　上記の募集テーマに即した事業で、平成27年2月28日土までに完了する事業
◉対象団体　主に市内で公益活動を行う5人以上で構成された団体
◉応募方法　市民協働課で配布する提案用紙に必要事項を記入して、直接または郵送で提出。提案用紙は市ホームペー

ジからもダウンロード可（http://www.city.tahara.aichi.jp/→トップページ右下「市民協働のまちづくり」）

◉審査方法　応募団体による担当課への提案説明により審査
◉応募・問い合わせ先　市民協働課 ☎23局3504 23局0180 kyoudou@city.tahara.aichi.jp

市 民
提 案 市の事業を受託してみませんか？

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

◉補助金採択団体一覧
団体名 事業名 補助要望額

アースデイたはら アースデイたはら２０１4 180,000 円

女性会議 WIT ウィット 地域がかかえる問題点を考える事業 186,000 円

渥美半島の里海を美しくする会 里海ビーチクリーン 200,000 円

│ 5 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 6 月15 日
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学校生活の
一コマを紹介
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　　元気いっぱい　笑顔いっぱいの大草っ子

　大草小学校は、平成24年度から県の健康教育推進校として、
「元気いっぱい　笑顔いっぱいの大草っ子」をテーマに、オリ
ジナルキャラクター『健康戦隊大草レンジャー』と一緒に楽し
く健康づくりに取り組んでいます。たくましい体をつくる「大
草レッド」、豊かな心を育てる「大草イエロー」、すこやかな生
活習慣づくりを目指す「大草ブルー」が、行事や授業で大活躍。
大草っ子はレンジャーが大好きです。
　１・２年生の絵がいっぱいの健康カレンダーや３・４
年生が作った健康かるたで意識を高めたり、５・６年生
が作った健康ソングを歌ったりして、健康教育を進め
ています。
　健康教育に取り組んでから、全校児童が出席する「欠
席ゼロの日」が24年度は98日、25年度は111日ありまし
た。少しずつ、健康教育の成果が出てきています。

若戸っ子のお気に入り『小山の展望台』　　　

　若戸っ子のお気に入りの場所は、学校裏の小山にある
展望台です。若戸小学校は教室からも海が見えますが、
なんといっても小山の山頂からの眺めは最高です。赤羽
根漁港を見下ろし、はるか水平線まで見渡せます。
　水曜日は、全校が食堂に集まる「全校給食」の日です。
高学年が低学年の世話をして、楽しく会話が弾みます。

給食が終わると、清掃なしの長い昼放課です。子
どもたちは一目散に小山に駆け上ります。お気
に入りは展望台だけではありません。長いすべ
り台や、おいしいミカンがなる果樹園もありま
す。桜の木の下には、ベンチやテーブル、クラブ
活動で作ったターザンロープもあります。
　４月のある日、６年生が１年生の手を引いて
小山の展望台に上りました。絶景を眺めた後で、
岩に上ったり、木の幹をまたいだり、あちらこち
らで歓声が上がっていました。まるで小さな妖
精たちの世界のような賑やかな光景でした。

◦集会で活躍する健康戦隊大草レンジャー

◦欠席ゼロ100日目に記念撮影

大草小学校「健康教育」

若戸小学校「小山での昼放課」

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、小学校での「健康教育」と「小山での昼放課」をご紹
介します。

◦小山の展望台からの眺めは最高

◦小山の岩や木で遊ぶ子どもたち

平成 26 年 6 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 6 │



5

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　
田
植
え
体
験
が
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ

れ
、17
組
の
親
子
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。今
回
の

苗
は「
め
ぐ
み
も
ち
」と
い
う
品
種
で
、９
月
中
旬
に

は
稲
刈
り
体
験
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。参
加
者

は
、普
段
あ
ま
り
体
験
す
る
こ
と
の
な
い
田
ん
ぼ
の
感

覚
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

山
林
火
災
訓
練
が
衣
笠
山
と
泉
福
寺
周
辺
で
実

施
さ
れ
、田
原
市
消
防
団
10
分
団
約
５
０
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。各
分
団
の
連
携
強
化
を
図
る
訓

練
で
、消
防
団
員
た
ち
は
、本
番
さ
な
が
ら
に
部
隊

展
開
や
中
継
放
水
訓
練
な
ど
を
機
敏
な
動
き
で
行

い
ま
し
た
。

お
い
し
い
お
米

待
っ
て
る
よ
！

５
月
11
日［
日
］

▲泥だらけもなんのその。楽しみながら苗を植える参加者

　

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町（
友
好
都
市
）の
小
学

校
５
年
生
30
名
が
和
地
小
学
校
を
訪
れ
、和
地・堀

切・伊
良
湖
小
学
校
の
５
年
生
43
名
と
交
流
し
ま
し

た
。和
地
海
岸
で
、手
作
り
の
名
刺
を
交
換
し
合
っ

た
り
、両
市
町
の
混
合
班
で
貝
殻
を
集
め
た
り
す
る

な
ど
、親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

海
と
山
の
ま
ち

こ
の
絆き
ず
ない
つ
ま
で
も

５
月
28
日［
水
］

▲初対面でもすぐに打ち解け、笑顔をのぞかせる両市町の児童たち

地
域
の
安
全

お
任
せ
く
だ
さ
い
！

５
月
25
日［
日
］

▲中継放水訓練に取り組む消防団員たち

│ 7 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 6 月15 日
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ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

23

◦
主
な
還
元
物
品

　

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
タ
ン
バ
リ
ン
・
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
・
ハ
ー
ド
ル
・
児
童
用
一
輪
車

　

エ
コ
で
ニ
コ
ニ
コ
大
作
戦
は
、
平
成
25
年

度
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
各
学
校
で
の
節
電

の
取
り
組
み
は
、
今
後
も
継
続
的
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
学
校
・
職
場
・
家
庭
な
ど
で

節
電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

み
ん
な
で
取
り
組
む
節
電

◉
今
回
は
、昨
年
度
に
市
内
で
行
わ
れ
た
節

電
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、エ
コ
で
ニ
コ

ニ
コ
大
作
戦
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
エ
コ
で
ニ
コ
ニ
コ
大
作
戦
」と
は
、平

成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
全
国
的
な
電
力
不
足
と
な
っ
た
た

め
、田
原
市
で
も
各
学
校
で
節
電
に
取
り

組
み
、使
用
電
力
を
削
減
し
よ
う
と
い
う

活
動
で
す
。

　

こ
れ
を
応
援
す
る
た
め
に
、削
減
で
き

た
電
気
料
金
を
各
学
校
か
ら
の
希
望
物
品

（
教
育
物
品
、運
動
用
品
、図
書
な
ど
）の
購

入
代
に
あ
て
、市
か
ら
還
元
し
ま
し
た
。

（
比
較
基
準
年
度
は
、東
日
本
大
震
災
発
生

前
の
平
成
22
年
度
）

　

平
成
25
年
4
月
～
平
成
26
年
１
月
、市

内
の
全
小
中
学
校
で
、児
童
・
生
徒
や
教

職
員
が
協
力
し
て
節
電
の
取
り
組
み
を
行

い
、全
学
校
で
の
削
減
電
力
量
の
合
計
は
、

16
万
９
５
３
ｋ
Ｗ
ｈ
で
し
た
。

　

平
成
22
年
度
の
同
時
期
と
比
較
し
て
約

８
％
の
電
気
使
用
量
の
削
減
と
な
り
、各

学
校
に
総
額
33
万
７
千
円
分
の
物
品
が
還

元
さ
れ
ま
し
た
。

▪
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
と
は

　
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャッ
プ
を
集
め
て
業
者
に

売
却
し
、
そ
の
集
益
金
を
「
世
界
の
子
ど
も

に
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委
員
会
」
に
寄
付
し
ま

す
。
売
却
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
プ
は
、
文
房
具
や

生
活
用
品
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

【
回
収
場
所
】

市
役
所
／
赤
羽
根
市

民
セ
ン
タ
ー
／
渥
美
支

所
／
東
部
資
源
化
セ
ン

タ
ー
／
赤
羽
根
環
境
セ

ン
タ
ー
／
渥
美
資
源
化

セ
ン
タ
ー
／
各
市
民
館

▪
出
し
方
の
注
意
点
　

◦
キ
ャ
ッ
プ
は
水
で
洗
っ

て
、
乾
か
し
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
シ
ー
ル

や
値
札
は
、
は
が
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
回
収
す
る
も
の
は
飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
の
み
で
す
。
金
属
製
の
キ
ャ
ッ

プ
や
び
ん
の
ふ
た
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

▪
回
収
で
き
な
い
キ
ャ
ッ
プ
の
例

　

回
収
で
き
な
い
キ
ャ
ッ
プ
が
混
ざ
っ
て
い

る
と
、
再
度
分
別
が
必
要
に
な
っ
た
り
、

業
者
か
ら
引
き
取
り
を
断
ら
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

　

田
原
市
で
は
、平
成
25
年
度
か
ら
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
実
績
な

ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
５
７
６
人
・
事
業
所
99
カ
所（
５
月
末
現
在
）

▲還元物品としてもらった一輪車に乗る和地
　小学校児童

回収量 ワクチン量 二酸化炭素削減量
840kg

（キャップ
約36万個分）

420人分 2,650kg

◎平成25年度実績

汚れているもの

金属製の
キャップ

シールが
ついているもの

「清涼飲料水が入っ
ていたペットボトルの
キャップ」以外のプ
ラスチック

プレゼン
ト

キャンペ
ーン

応募で

当たる！！

￥ 108
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3

大
雨
が
も
た
ら
す
災
害

しろ
ちゃん

vol.1
▶街づくり推進課 ☎23局3523

こ
ん
に
ち
は
、〝
し
ろ
ち
ゃ
ん
〟
で
す
。

６
月
～
７
月
は
、
梅
雨
前
線
が
活

発
に
な
り
、
雨
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

　

ま
た
、
台
風
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の

大
雨
が
引
き
起
こ
す
災
害
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
が
け
崩
れ

　

が
け
崩
れ
と
は
、
地
面
に
し
み
込

ん
だ
雨
水
で
柔
ら
か
く
な
っ
た
土
砂

が
、
山
の
斜
面
や
崖
か
ら
突
然
崩
れ

落
ち
る
現
象
を
指
し
ま
す
。
長
雨
の

後
に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
瞬

の
う
ち
に
崩
れ
落
ち
る
の
で
、
逃
げ
遅

れ
な
ど
で
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

▪
土ど
せ
き
り
ゅ
う

石
流

　

土
石
流
と
は
、
山
腹
や
川
底
の
石
や

土
砂
が
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
一
気

に
下
流
へ
と
押
し
流
さ
れ
る
現
象
を
指

し
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
、
破
壊
力

の
大
き
な
土
砂
が
、
短
い
時
間
で
広
範

囲
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

▪
洪
水

　

洪
水
と
は
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
、
堤

防
の
決
壊
や
河
川
の
水
が
堤
防
を
越
え

た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
陸
地
が
水
没

し
た
り
水
浸
し
に
な
っ
た
り
す
る
現
象
を

指
し
ま
す
。
氾
濫
し
た
水
の
量
に
よ
っ
て

は
住
宅
への
浸
水
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

▪
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と　

◦
突
然
起
き
る
地
震
と
は
違
い
、
大
雨

や
台
風
は
、
正
確
な
情
報
を
得
る
こ

と
で
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

な
ど
か
ら
情
報
を

入
手
し
、
気
象
情

報
に
気
を
配
り
ま

し
ょ
う
。

◦
水
に
よ
る
災
害
の
被
害
は
、
地
形
と

深
い
関
係
が
あ
る
た
め
、
過
去
の
被

害
情
報
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
昔
か

ら
住
ん
で
い
る
人
な
ど
か
ら
過
去
に
ど

の
よ
う
な
被
害
が
あ
っ
た
の
か
を
聞
い

て
、
対
策
の
ヒ
ン
ト
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉景観を考える
　景観の「景」とは景色や眺めなどのことをいい、「観」
は目に映った印象をいいます。この 2 つの文字の意味
から、「景観」は「風景」や「景色」と同じような意
味で使われています。
◉感じ方は人それぞれ

　これらは、市のいろいろなパンフレットに使われている
写真です。皆さんが好きな田原市の景観は他にもある
と思います。ある人はこの景観が素晴らしいと思っても、

別の人は思わないかもしれません。美しい景観の感じ
方は人それぞれ違うことが、景観の難しさなのです。
◉個性豊かな景観
　渥美半島は、三河湾や太平洋などの海に囲まれ、
半島の中央部には蔵王山や大山などの山が連なって
います。山の裾野には、広大な農地が広がり、特色
のある市街地や集落が点在しています。そのどこもが
地域の個性を表す景観です。
　皆さんが美しいと思う景観をどのようにしたら守ってい
くことができるのでしょうか。
　今後、この連載を通じて、景観を見つめなおし、こ
の素晴らしい田原市の景観を将来の世代に引き継い
でいきましょう。

　この連載は、皆さんに「景観とは何か」「なぜ景観を守らなければならないのか」を知ってもらうために
始めました。田原市の景観をどのようにしていったらよいか一緒に考えていきましょう。

│ 9 │　　　　　　　　　　　　　平成 26 年 6 月15 日



▼
応
募
資
格
＝
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

進
に
関
す
る
活
動
な
ど
自
分
ら
し
く
活
動

を
行
う
団
体
・
個
人　

▼
参
加
内
容
＝
パ

ネ
ル
展
示
・
バ
ザ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど　

▼
申
し
込
み
＝
７

月
７
日
（
月
）
ま
で
に
市
民
協
働
課
に
あ

る
申
込
書
（
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・

郵
送
に
て　

▼
そ
の
他
＝
事
前
打
合
せ
会

議
あ
り

▼
市
民
協
働
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

消
防
設
備
士
試
験

▼
対
象
＝
一
般　

▼
試
験
日
＝
８
月
17
日

（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
工
学
院
専
門
学

校　

▼
種
類
＝
甲
種
特
類
を
含
む
甲
種
全

類
・
乙
種
全
類　

▼
申
し
込
み
＝
【
書
面

申
請
】
７
月
14
日
（
月
）
～
24
日
（
木
）

の
期
間
に
消
防
課
窓
口
ま
た
は
消
防
署
・

各
分
署
に
あ
る
受
験
願
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
郵
送
【
電
子
申
請
】
７
月
11

日
（
金
）
午
前
９
時
～
21
日
（
月
）
午
後

５
時
の
期
間
に
財
団
法
人
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

）
に
て

募
集

W
A
N
TED

第
７
回
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
団
体

　

男
女
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
自
分
ら
し

く
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参

画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
市

民
活
動
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

の
皆
さ
ん
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
自
分
ら
し

い
活
動
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
概
要

◦
主
催
＝
田
原
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇

話
会

◦
開
催
日
＝
８
月
24
日
（
日
）

◦
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４

23
局
０
１
８
０

安
藤
忠
雄
氏
特
別
講
演
会　

地
方
都
市
の
生
き
残
り
を
か
け
て　
　
　

　

世
界
的
な
建
築
家
と
し
て
知
ら
れ
る
安

藤
忠
雄
氏
に
よ
る
講
演
会
で
す
。
三
河
田
原

駅
の
新
駅
舎
は
安
藤
忠
雄
建
築
研
究
所
が

設
計
し
ま
し
た
。

▼
日
時
＝
７
月
27
日（
日
）午
後
１
時
～
２

時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
市
総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ　

▼
定
員
＝
１
０
０
０
名
（
先

着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込

み
＝
７
月
18
日（
金
）ま
で
に
申
込
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
／
任
意
の
様
式
の

場
合
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
年
齢
・
職
業
を
明
記
の
う
え
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て　

▼
そ
の
他
＝
講
演
会
の
前
後
に
著
書
の
販

売
お
よ
び
サ
イ
ン
会
を
開
催
／
託
児
サ
ー

ビ
ス
有
（
先
着
10
名
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
３
５　

22
局
３
８
１
１

m
achi@

city.tahara.aichi.jp
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp/

伊
良
湖
休
暇
村
公
園　

愛
称

　
　

　

愛
知
県
で
は
、
伊
良
湖
休
暇
村
公
園
に

お
い
て
、
全
国
初
と
な
る
砂
丘
と
オ
ア
シ

ス
の
再
生
を
行
い
、
自
然
の
復
元
を
目
指

し
た
公
園
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
る
公
園
が
人
々
に
親
し
ま

れ
る
よ
う
愛
称
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
＝
７
月
31
日
（
木
）
ま
で　

▼
賞
品
＝
採
用
者
１
名
に
３
万
円
分
の
図

書
カ
ー
ド
お
よ
び
記
念
品
を
贈
呈
／
抽
選

で
１
０
０
名
に
５
０
０
円
分
の
図
書
カ
ー

ド
を
贈
呈　

▼
応
募
方
法
＝
愛
称
名
、
そ

の
説
明
な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
応
募
箱
に
て　

▼
応
募
箱
設
置
場
所
＝
愛
知
県
環
境
部
自

然
環
境
課
／
愛
知
県
東
三
河
総
局
／
市
役

所
／
休
暇
村
伊
良
湖

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/

index.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
環
境
部
自
然
環
境
課　

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
２
２
７

（
０
５
２
）９
６
３
局
３
５
２
６

shizen@
pref.aichi.lg.jp
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まちなか賑わいづくり実行委員
会では、日本の伝統的な風習で
ある“七夕”を、親子で体験して
もらうイベントを開催します。

ン
テ
ィ
ア
／
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

に
よ
り
決
定
、
応
募
者
に
直
接
通
知

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
３
５

23
局
０
１
８
０　

m
achi@

city.tahara.aichi.jp

生
活

LIFE

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
11
日
金
～
２0
日
日

◉
重
点
実
施
項
目

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◦
歩
行
者
・
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

◦
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
交
差
点
事
故
の
防
止

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４

23
局
０
１
８
０  

▼
豊
橋
み
な
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
（
豊
橋
商
工
会
議
所
内
）

☎（
０
５
３
２
）53
局
７
２
１
１

http://w
w

w
.toyohashi-cci.or.jp/

event/m
inatofes/index.htm

l

（
仮
称
）田
原
市
街
地
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議　

メ
ン
バ
ー

　

市
街
地
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
場
所
に
な
る
よ
う
に
、
市
民
と
行
政

が
共
有
で
き
る
（
仮
称
）
田
原
市
街
地
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
計
画
策
定
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
田
原
市
の
将
来
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
20

歳
～
50
歳
未
満
の
方　

▼
活
動
期
間
＝
７

月
～
計
画
策
定　

▼
定
員
＝
５
名
程
度　

▼
応
募
方
法
＝
７
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
（
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業

を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
無
報
酬
の
ボ
ラ

▼
対
象
＝
市
在
住
の
小
中
学
生
と
保
護
者

▼
日
時
＝
７
月
27
日
（
日
）
午
前
9
時
30

分
～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
市
消
防

署　

▼
定
員
＝
40
名
程
度
（
先
着
順
）

【
共
通
事
項
】
▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
申

し
込
み
＝
消
防
署
に
直
接
ま
た
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
在
学
の
方
は

学
年
・
学
校
名
を
明
記
）

▼
消
防
署  

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　
syoubous@

city.tahara.aichi.jp　

伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
で
観
る

蒲
郡
花
火
ク
ル
ー
ズ

　

豊
橋
み
な
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
三

河
港
重
要
港
湾
指
定
50
周
年
記
念
・
蒲
郡

花
火
大
会
観
覧
ク
ル
ー
ズ
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
7
月
20
日
（
日
）【
出
港
】
午

後
6
時
【
帰
港
】
9
時
45
分
ご
ろ　

▼
発

着
場
所
＝
豊
橋
市
神
野
東
埠
頭
3
号
岸
壁

▼
定
員
＝
４
５
０
名
（
要
事
前
予
約
／
先

着
順
）　

▼
参
加
料
＝
【
一
般
席
】 

中
学

生
以
上
４
８
０
０
円
・
小
学
生 

３
８
０
０
円
・

小
学
生
未
満
１
３
０
０
円
～　

▼
弁
当
＝

持
参
も
し
く
は
、
事
前
予
約
１
０
０
０
円

～　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て
【
予
約
代

行
】
ユ
ニ
オ
ン
航
空
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

☎（
０
５
３
２
）53
局
３
０
３
０

吉
胡
貝
塚
資
料
館　

夏
の
体
験
講
座

編
布
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
ろ
う

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も（
小
学
校
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
＝
７
月

20
日
（
日
）
午
後
1
時
～
4
時　

▼
定

員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝

３
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０

22
局
８
０
７
０

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

夏
休
み
家
族
で
学
ぼ
う
！

い
の
ち
の
教
室　

参
加
者

◉
親
子
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
教
室

　

悲
し
い
水
の
事
故
か
ら
い
の
ち
を
守
る

こ
と
を
親
子
で
学
ぶ
教
室
で
す
。

▼
対
象
＝
市
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

▼
日
時
＝
７
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
～

３
時　

▼
場
所
＝
白
谷
海
浜
公
園

▼
定
員
＝
10
組
（
先
着
順
）　

▼
そ
の
他

＝
服
装
や
準
備
品
は
参
加
者
に
別
途
連
絡

◉
家
族
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
教
室

　

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
と
は
、
事

故
や
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
最
初
に
対

応
す
る
人
の
こ
と
で
す
。
家
族
で
い
の
ち

を
守
る
こ
と
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

▶日時＝7月5日土　午前10時

30分～11時30分
▶場所＝駅前広場（雨天の場合

はセントファーレ）
▶その他＝願い事を書いた短冊

を、笹に飾ります。なお、願い
事を書いた短冊を持ってきて
くれた高校生以下の方には、
お菓子をプレゼントします。

▶㈱あつまるタウン田原
　☎２４局２３４５
　 http://www.tahara-tmo.

com/
▶街づくり推進課　
　☎23局3535
※市委託事業
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其の

159

文化生涯学習課 　２３局３６３５
　　　　　　　 　２２局３８１１

　
『
田
原
の
文
化
財
ガ
イ
ド
Ⅱ　

ふ
る
さ

と
の
偉
人
を
訪
ね
る
―
田
原
を
築
い
た
人

び
と
』（
平
成
23
年
３
月
発
行
）
に
て
、

19
人
の
人
物
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
13
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
『
田
原
歴

史
探
訪
ク
ラ
ブ
』
で
も
た
く
さ
ん
の
方
に

つ
い
て
書
い
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
渡
辺
崋
山
先
生
の
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
の
は
、
小
学
４
年
生
の
時
に
も

ら
っ
た
『
少
年
物
語　

渡
邊
崋
山
』
と
い

う
本
か
ら
で
し
た
。「
学
ぶ
」
と
い
う
こ

と
は
、
小
学
校
に
入
る
前
か
ら
で
も
可
能

で
す
が
、
読
書
の
習
慣
や
歴
史
上
の
人
物

に
興
味
を
持
つ
の
は
、
小
学
生
く
ら
い
か

ら
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
自
分
自
身
で
、

本
を
読
み
始
め
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
か

覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ふ
る
さ
と
を
学
ぶ
」
た
め
に
大
人
の

方
な
ら
博
物
館
や
図
書
館
、
最
近
で
は
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す

る
、そ
ん
な
方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

田
原
中
部
小
学
校
で
、
現
在
で
も
学
期

ご
と
に
発
行
さ
れ
る

『
家
庭
と
学
校
』
と

い
う
機
関
紙
が
あ
り

ま
す
。
田
原
藩
の
藩

校
だ
っ
た
成
章
館
跡

に
建
つ
田
原
尋
常
高

等
小
学
校
の
教
育

奨
励
会
が
１
１
０

年
前
の
明
治
37
年

（
１
９
０
４
年
）
11

月
3
日
に
第
１
号
を

発
行
し
ま
し
た
。
こ

の
年
は
、
日
露
戦
争
開
戦
の
年
で
、
当
初

は
、
書
名
に
あ
る
よ
う
に
児
童
・
保
護
者

･

学
校
が
一
体
に
な
り
、
学
校
で
の
で
き

ご
と
を
お
知
ら
せ
し
、教
科
書
以
外
の「
読

み
物
を
与
え
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
向
け
の
本
も
あ
ま
り
無
い
時
代
に
、

２
号
か
ら
「
ア
リ
バ
バ
と
四
十
の
盗
賊
」

を
翻
訳
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。
２
８
６

号
か
ら
は
「
田
原
史し
せ
き蹟
物
語
」
と
題
し
、

39
話
に
わ
た
り
、
吉
胡
貝
塚
か
ら
年
代
順

に
郷
土
史
の
紹
介
が
連
載
さ
れ
ま
し
た
。

毎
号
保
存
し
て
い
け
ば
、
田
原
の
歴
史
が

学
習
で
き
ま
す
。

　

戦
前
・
戦
後
に
も
シ
リ
ー
ズ

化
さ
れ
、「
郷
土
物
語
」

　

書
物
の
お
か
げ

「
子
供
の
た
め
の
郷
土
史
蹟
物
語
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
明
治
41
年
か
ら
、
当
時
で

は
珍
し
い
写
真
も
使
用
さ
れ
、
町
の
様
子

も
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
記
録
で

す
。
田
原
市
中
央
図
書
館
で
も
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

読
書
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
情
報
や
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
月
刊
誌
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
印
刷
物
で
も
長

く
続
く
こ
と
で
歴
史
を
調
べ
る
大
事
な

ツ
ー
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
古
い

本
や
地
元
の
こ
と
が
載
っ
て
い
る
も
の
を

読
ん
で
新
し
い
発
見
に
た
ど
り
つ
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。
図
書
館
で
探
し
て
み
る
と

お
も
し
ろ
そ
う
な
本
に
出
会
う
こ
と
も
で

き
ま
す
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
利
）

【
表
紙
の
写
真
】白
谷
区（
童
浦
校
区
）の
棚
田
に
映
る
夕
焼
け

▼
地
域
に
残
る
貴
重
な
棚
田

を
守
ろ
う
と
、童
浦
校
区
白

谷
区
の
有
志
で
結
成
し
た

『
棚
田
ま
も
る
会
』。幅
広
い
世
代
で

行
う
活
動
は
、今
で
は
棚
田
を
中
心

と
し
た
地
域
づ
く
り
に
発
展
し
て
い

る
そ
う
で
す
。古
き
よ
き
時
代
を
懐

か
し
む
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
き
た

と
感
じ
る
の
は
、赤
く
染
ま
る
空
と

棚
田
で
郷
愁
に
か
ら
れ
た
せ
い
な
の

か
、年
齢
の
せ
い
な
の
か
。（
Ｍ
）

▲明治37年から始まる「家庭と学校」合本（田原市博物館蔵）

▲現在も（公財）崋山会が
小学生に配布している

「少年物語 渡邊崋山」
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